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本チュートリアルの目的

• IPv6への移行に関する考え方の整理

– 移行ストーリ

– 移行のフェーズ

• IPv6へ移行するネットワークの分類

– ISP

– 企業

– SOHO/個人

• 分類毎のIPv6への移行方法

• IPv6への移行に向けた課題の整理

– IPv4との共存

– 構築技術の変化（IPv4との違い）
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Introduction
～IPv6への移行に対する期待～
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環境条件の変化

• IPv4アドレスの現状

– 約43億個のうち半分以上を配布済み

– 現在の勢いが続けば2006年にはアドレスが枯渇?

– 潤沢な北米、深刻なアジア

• Broadband and Mobile

– Dial-up接続から常時接続へ→CATV, ADSL, 無線LAN、
FTTH

• グローバルアドレスの固定割当によりアドレス消費拡大

• Push型サービスや端末-端末間通信の増加

• 固定アドレスを必要とする膨大な端末数
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CATV

インターネット
（IPv4）

インターネット（IPv4）の課題

電話網

RAS

ＩＰアドレス

Cable 
Modem

ＩＰアドレス

DHCPHE

企業網

ＩＰアドレス

DHCP

Firewall
/Proxy

ＩＰアドレス

•アクセス速度遅い

•別途、電話料金が必要

•接続の都度、IPアドレスを配布
（IPアドレスは可変）

ダイヤルアップ接続

•CATVではプライベートアドレスを
配布する事業者が多い

•プライベートアドレスでは利用でき
ないサービスがある

•企業内はプライベートアドレスが一般的

•エキストラネット等では他企業とアドレスが
ぶつかる

•IPアドレスの枯渇

•ネットワークの大規模化による
管理の非効率化（小さなアドレ
スの固まりが散在）

•セキュリティの考慮なし

•QoSが保証されない

　　　・・・

NAT: Network Address Translation　　　　→グローバルIPアドレスとプライベートIPアドレスの変換
RAS: Remote Access Server　　　　→ダイヤルアップを終端し、インターネット（IP網）に接続する装置
DHCP: Dynamic Host Control Protocol　　　　→端末の電源ON時に、自動的にIPアドレスを配布するプロトコルおよびサーバ
HE: Head End　　　　→CATVの局側を終端する装置

CATVインターネット

ＩＰアドレス

ＩＰアドレス
ＩＰアドレス

Proxy
ＩＰアドレス

NATやアドレスの動的アサインにより、インターネットが本来持っている
エンドツーエンドのグローバル/シームレス環境が損なわれている

NATNAT

NATNAT
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IPv6の特徴

• アドレス空間の拡張

– IPv4 : 32bit =　4,294,967,296個　（約43億個=4.3×109）

– IPv6 : 128bit =　340,282,366,920,938,463,463,374,607,431,768,211,456個
（約340澗個　澗＞溝＞穣＞杼＞垓＞京＞兆　=3.4×10の38乗）

→ 全世界の人口を100億人として、1人当たり 3.4×10の28乗個 のアドレスを
割り当て可能

• 新機能と特徴

– 事実上無制限のアドレス数　　→ 携帯電話、カーナビ、インターネット家電、
etc.

– 階層化アドレス　　→ 効率的なネットワーク管理

– 標準となったセキュリティ機能　　→ EC等の認証、セキュア通信

– 品質保証のしくみ（フローラベル）　　→ 音声、映像等のStream data

– プラグ&プレイ機能による容易な設定手順　　→ 情報家電のIP化

– マルチキャストの標準装備　　→ 1対nの通信、放送と通信の融合

– 移動体通信への考慮　　→　MobileIPによる固定網と移動網のシームレス化
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IPv6で何ができるか

IPv6

IPv6
IPv6

IPv6
IPv6

ネットワーク管理ネットワーク管理ネットワーク管理ネットワーク管理
の効率化の効率化の効率化の効率化

将来の発展
にも対応可能

惑星間インター
ネット

Push型サービス型サービス型サービス型サービス
端末-端末通信

IP電話電話電話電話

IPv6
IPv6

IPv6
IPv6

IPv6

IPv6
IPv6

インターネットインターネットインターネットインターネット
家電家電家電家電

次世代移動体通信次世代移動体通信次世代移動体通信次世代移動体通信

放送と通信の融合放送と通信の融合放送と通信の融合放送と通信の融合ECの普及促進の普及促進の普及促進の普及促進 ストリーム型データ
の配信

すべての端末が固定的
なグローバルアドレス

膨大なアドレス空間

プラグアンドプレイ

階層化アドレス

マルチキャストの標準装備

MobileIP

エキストラネット
の構築容易

品質保証の仕組み提供

セキュリティの標準装備
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電話網

移
動
体
通
信
網

家庭

放送局
学校

病院
政府・自治体

CATV, ADSL, 無線LAN, FTTH
によるブロードバンドアクセス

IP電話機による音声通話

ITS

銀行

企業

商店

音声通信

移動体との
連携

音楽/映像の
ダウンロード

オンライン
決済 電子行政

サービス

インターネット
放送

“IPv6”の使い方

高速/広帯域通信

すべてのユーザがネットワークに常時接続

電話網/移動体網とのシームレス接続

音声や映像のストリームデータ配信/オンライン決済などの新しいサービスの普及


